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オークションにおける収入同値定理再考
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Vickrey（1961）は，競り下げ方式（Dutch Auction），第一価格方式（First Price Auction），






























（English Auction）と第二価格方式（Second Price Auction）は同値なオークション方法とな
る．以上のことから，本稿では，Vickrey（1961）と同様に，競り下げ方式（Dutch Auction）



































































加者 iにとっての財の私的価値が V iであるものとし，V iは０から aの間で分布し，密度関数




積密度関数を F pxで表すとき，F pxは，F px/@
x
0
f ptdt，F p0/0，F pa/1となる．なお，
F pxはある V iが x以下となる確率を意味する．さらに，参加者 iが実際に応札する価格を B i
で表すことにする．
本稿においては，私的価値分布として次の８つの型を考える．












































図１ ０次型の私的価値分布 図２ １次 A型の私的価値分布
図３ １次B型の私的価値分布 図４ １次C型の私的価値分布
図５ ２次型の私的価値分布 図６ ３次 A型の私的価値分布
図７ ３次B型の私的価値分布 図８ ４次型の私的価値分布
このとき，私的価値分布ごとの累積密度関数は次のようになる．
⒜ 私的価値分布が０次型のとき F pX/x p2.9
⒝ 私的価値分布が１次 A型のとき F pX/p2,xx p2.10









⒟ 私的価値分布が１次C型のとき F pX/x2 p2.12
⒠ 私的価値分布が２次型のとき F pX/p3,2xx2 p2.13
⒡ 私的価値分布が３次 A型のとき F pX/p4,3xx3 p2.14
⒢ 私的価値分布が３次B型のとき F pX/p6,8x+3x2x2 p2.15







参加者 iは，自分の V iが最も高い，すなわち a/V iであることを想定して，他の参加者の付
け値を予想する．他の参加者の１人の付け値が自分の付け値 B iよりも低くなる確率は F pB i
となる．自分以外の参加者が n,1人いるから B iが最高の付け値となる確率は F pB in-1とな
る．
参加者 iの期待利得 J iは，付け値を B iとしたときの利得が V i,B iであり，自分以外のすべ
ての参加者の評価が B i以下となる確率が F pB in-1であることから
J i/pV i,B iF pB i
n-1 p3.1
となる．期待利得を最大化する B iを求めるために J iを B iで微分すると
dJ i
dB i








/pn,1pv i,b i,b ib
n-2
i /pn,1v i,nb ib
n-2
i p3.3
ただし，v i/V i/a，b i/B i/aである
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であり，dJ i/dB i/0の解は，b i/0と３次方程式 . pb i/0の解となる．0?b iC1であり，
. p0>0，. p1?0，.' p0?0，.' p1>0であることから，. pb i/0は区間 0?b iC1で唯一


































であり，dJ i/dB i/0の解は，b i/0と３次方程式 .h pb i/0の解となる．0?b iC1であり，
.h p0>0，.h p1?0，.h' p0?0，.h' p1>0であることから，.h pb i/0は区間 0?b iC1で唯一





















参加者 iの最適戦略を考えたとき，B iを R i以下とすると落札者になれないので利得は 0と
なり，B i>R iとすると落札者となり利得は V i,R iとなる．まとめれば次のようになる．
B iCR iのとき J i/0
B i>R iのとき J i/V i,R i
V i>R iの場合は，B iを R iより高くすれば利得 V i,R i>0が得られるが，B iを V iより高い
値にしても利得が変わらないこととなる．
V iCR iの場合は，B i>R iとすると落札者にはなれるが利得は V i,R i?0となり，正の利得
が得られない．したがって，V i?B iとしたとき，R iが不明であることから，R i?B iとなり利
得が負になるリスクがある．
以上のことから，V i?B iとしたとき，V i>R iの場合でも B i/V iとした場合以上の利得が得
られず，V iCR iの場合は利得が負になるリスクがある．一方，B i?V iとしたとき，R iが不明
であることから，B i?R iとなり利得が 0になるリスクがある．したがって，競り上げ方式と
























n 2 3 4 5 10 20 30 40 50 100
















mbi, m2bi,2pn,1p2n,1v i p2,vn-1vn-1p1,vdv p5.3
数値計算により p5.3式の解を求めると次表のようになる．
n 2 3 4 5 10 20 30 40 50 100





















2mci, 4m2ci,2p2n,11+4pn,1v 1,2p1,v2n-1 p1,vdv p5.4
数値計算により p5.4式の解を求めると次表のようになる．
n 2 3 4 5 10 20 30 40 50 100




















n 2 3 4 5 10 20 30 40 50 100








mc, m2c,48p3n,2pn,1v p3,2vv2n-1p1,vvdv p5.6
数値計算により p5.6式の解を求めると次表のようになる．
n 2 3 4 5 10 20 30 40 50 100








md, m2d,9pn,1p4n,3v p4,3vv3n-1 p1,vv2dv p5.7
数値計算により p5.7式の解を求めると次表のようになる．
n 2 3 4 5 10 20 30 40 50 100







ただし，b＊は区間 0?b iC1での３次方程式 . pb i/0の唯一解であり，解析的には求めら
れないので，数値計算により求めている．さらに，数値計算により p5.8式の解を求めると次
表のようになる．
n 2 3 4 5 10 20 30 40 50 100








ただし，b＊は区間 0?b iC1での３次方程式 .h pb i/0の唯一解であり，解析的には求めら
れないので，数値計算により求めている．さらに，数値計算により p5.9式の解を求めると次
表のようになる．
n 2 3 4 5 10 20 30 40 50 100








ければならない．したがって，Vが落札額となる確率は F pVn-2 1,F pVとなり，１番高い評
































n 2 3 4 5 10 20 30 40 50 100









v 1,2p1,v2n-2 p1,v3dv p6.4
数値計算により p6.4式の解を求めると次表のようになる．
n 2 3 4 5 10 20 30 40 50 100
























v2 p3,2vv2n-2 1,p3,2vv2p1,vdv p6.6
数値計算により p6.6式の解を求めると次表のようになる．
n 2 3 4 5 10 20 30 40 50 100











v3 p4,3vv3n-2 1,p4,3vv3p1,vdv p6.7
数値計算により p6.7式の解を求めると次表のようになる．
n 2 3 4 5 10 20 30 40 50 100






v p6,8v+3v2v2n-2 1,p6,8v+3v2v2p1,v2vdv p6.8
数値計算により p6.8式の解を求めると次表のようになる．
n 2 3 4 5 10 20 30 40 50 100












n 2 3 4 5 10 20 30 40 50 100




























n 2 3 4 5 10 20 30 40 50 100
０次型 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000
１次A型 1.0700 1.0442 1.0333 1.0269 1.0153 1.0093 1.0071 1.0059 1.0052 1.0035
１次B型 1.0574 1.0316 1.0205 1.0156 1.0090 1.0059 1.0046 1.0039 1.0034 1.0023
１次C型 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000 1.0000
２次型 1.0417 1.0248 1.0183 1.0148 1.0084 1.0051 1.0040 1.0033 1.0029 1.0020
３次A型 1.0294 1.0171 1.0127 1.0103 1.0058 1.0036 1.0028 1.0023 1.0021 1.0014
３次B型 1.0608 1.0371 1.0280 1.0231 1.0140 1.0093 1.0075 1.0065 1.0059 1.0043
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